
 

 

経営協議会学外委員からの意見等への取組状況 

（平成 23年度） 

回 年月日 学外委員からの意見等 大学の取組状況 

第 33回 平成 24年 3月 21日 

<議題>平成 24年度 年度計画原案について 

 

 学生支援の一環として、保護者への積極的な情報提供を行

うべきではないか。 

 

 

 

リニューアルした広報誌や大学ホームページ等に

より、学生活動や教育・研究の情報公開を重視した内

容で提供することとした。 

また、平成 24 年度の入学式終了後に、保護者への

説明会（防災に対する講演会「南海地震に備えて」を

含む）の実施を計画した。 

 

<議題>会計検査院からの改善処置要求への対応について 

 

 海洋コア総合研究センターの活動内容に関し、産業界等へ

の一層の働きかけや海外の学生誘致の必要があるのではな

いか。 

 

 

これまでの黒潮流域圏を中心とした海洋科学研究

分野での実績に加え、「イノベーティブマリンテクノ

ロジー研究者育成」プログラムにより、学内の知的・

人的資源を結集し、世界レベルの学術研究の推進、若

手研究者の育成及び国内外の研究者や産業界の有識

者らとの有機的な連携強化の場を設けることが必要

となっており、新たな教育研究施設「海洋管理総合研

究棟（仮称）」の設置計画を決定した。 

 

 


